
HOKKAIDO KITAHIROSHIMA-CITY

　　スノーボードに挑戦しよう（スノーボード教室・セントレジャー北広島スキー場）

まずはボードの着脱練習から

こんな調子でやってみてね

できたー、転ばなかったよ みんなずいぶん上達したよ

そろそろ始めようか次の人が行くから気をつけて

怖がらないで、大丈夫
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③

　

有
料
化
実
施
後
３
カ
月
間
の
家

庭
ご
み
の
排
出
量
は
２
０
７
３
ｔ

で
、
前
年
同
月
の
３
７
６
２
ｔ
に

比
べ
て
１
６
８
９
ｔ
（
44
・
９
％
）

減
少
し
て
い
ま
す
。
資
源
ご
み
の

回
収
量
は
５
１
２
ｔ
で
、
前
年
同

月
４
０
９
ｔ
に
比
べ
１
０
３
ｔ
（
25
・

２
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、「　 

家
庭
ご
み
の

有
料
化
」
に
伴
い
、
皆
さ
ん
の
家

庭
で
ご
み
の
排
出
を
抑
え
、
リ
サ

イ
ク
ル
を
進
め
て
い
る
傾
向
が
分

か
り
ま
す
。「　
家
庭
ご
み
の
有
料

化
」
を
導
入
し
た
効
果
が
表
れ
て

い
ま
す
。

家
庭
ご
み
排
出
量
の
変
化

資源ごみが
占める割合

有料化後

＊有料ごみ排出量と資源ご
み回収量の合計に対する資
源ごみの回収率です。

平成19年10 ～12 月
総排出量  4,171t

   409t
 （約10％）

有料ごみ排出量  3,762t
　　　　　　 （約 90％）

   512t
（約20％）

平成20年10 ～12 月
総排出量  2,585t

有料ごみ排出量  2,073t
　　                  （約 80％）

資源ごみ
回収量

　昨年より家庭ごみ
の量が減って、資源
ごみが増えているね。
特にプラスチック製
容器包装ごみが 77％、
紙製容器包装ごみが
66％増加しているよ。

　資源ごみ回収率が、
昨年の同じ月に比べ
て、10 ポイント増え
ているんだね。市民
の皆さんが分別を徹
底してくれて、うれ
しいなぁ！



④

　

不
適
正
排
出
と
は
、
指
定
ご
み

袋
に
入
れ
な
い
普
通
ご
み
や
、
資

源
ご
み
の
中
に
普
通
ご
み
を
入
れ

る
な
ど
、
き
ち
ん
と
分
別
し
て
い

な
い
ご
み
（
異
物
混
入
）　
、
収
集

曜
日
違
い
な
ど
、
ル
ー
ル
違
反
の

ご
み
を
出
す
こ
と
で
す
。

　

市
内
全
域
の
不
適
正
排
出
量
は
、

10
月
で
９

　

・
９
ｔ
、
11
月
で
８
・

３
ｔ
、
12
月
は
10
ｔ
で
し
た
。

　
　
　「
ク
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
き
た
ひ
ろ

し
ま
」
な
ど
で
分
別
方
法
や
排
出

方
法
、
収
集
曜
日
を
も
う
一
度
確

認
し
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
ご
み
を

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
る
市
民
の

皆
さ
ん
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め

に
、
今
後
も
改
善
指
導
を
し
て
い

き
ま
す
。

収集ごみ 不適正排出ごみ 不適正排出率

10 月 643t 9.9t  1.5％
11 月 658t 8.3t  1.3％
12 月 764t 10.0t  1.3％

◦有料化後の不適正排出量

＊10 ～12 月の不適正排出内容は、普通ごみを指定ごみ袋以外で
　出されたものが約55%で、収集曜日違いが約45%でした。

◦各地区の不適正排出割合
西の里・東部地区

（月・木曜）
北広島団地地区
（火・金曜）

大曲・輪厚地区
（水・土曜）

10 月
収集人口 18,768 人 21,153 人 21,082 人
不適正排出割合 51.4% 26.6% 22.0%

11 月
収集人口 18,768 人 21,092 人 21,095 人
不適正排出割合 41.7% 17.3% 41.0%

12 月
収集人口 18,793 人 21,091 人 21,077 人
不適正排出割合 29.1% 23.6% 47.3%

不
適
正
排
出
の
状
況

1　収集する曜日が違います
2　収集できないごみです（タイヤ、パソコンなど）
3　資源物が汚れています（洗ってから）
4　資源物以外の物が入っています
5　指定袋に入れて出してください
6　びん・缶・ペットボトルとプラスチック製     
　　容器包装ごみを分けてください
7　粗大ごみは戸別収集です
8　ごみ処理券を使ってください

収集できません！
次の理由で収集できません。
違反シールを貼りますので、
至急持ち帰ってください。



⑤ ■問合せ　廃棄物対策課（　372-3311 内線 606）

　

自
宅
の
前
に
あ
る
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
は
、
割
と
規
則
が
守
ら
れ
て
い

る
方
だ
と
思
い
ま
す
。

　

保
育
園
の
隣
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
る
た
め
、
以
前
は
保
育
園
の

送
り
迎
え
の
つ
い
で
に
別
の
地
区
の

方
が
ご
み
を
捨
て
て
い
く
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
は
園
長
か
ら
伝
え

山
やまぐち しょういち

口昭一さん  

　

有
料
ご
み
を
少
な
く
す
る
に
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
ご
み
を
識
別
す

る
の
が
大
事
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

が
な
か
な
か
大
変
で
す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
ご
み

か
な
と
思
う
と
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

板
は
普
通
ご
み
だ
っ
た
り
、
紙
製
容

器
包
装
ご
み
か
な
と
思
う
と
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯

が
や
は
り
普
通
ご
み
だ
っ

た
り
、
素
材
で
判
断
し
て
は

い
け
な
い
よ
う
で
す
。
ク
リ
ー
ン
タ

ウ
ン
き
た
ひ
ろ
し
ま
に
も
紛
ら
わ
し

い
書
き
方
の
部
分
が
あ
る
よ
う
で
す
。

分
別
の
基
準
が
何
か
、
非
常
に
分
か

り
づ
ら
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

普
通
ご
み
が
埋
め
立
て
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
も
、
ご
み
処
理
と
し

て
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。
一
番

安
上
が
り
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

　
　
　

「
負
の
遺
産
」
を
先
送
り
し
て
い

る
よ
う
で
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
申
し
訳
な
い
よ
う
な
気
が
し
て

い
ま
す
。

 石
いしおか かずとみ

岡一臣さん

 得
とく

田
だ

清
きよひで

秀さん

　

「
ク
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
き
た
ひ
ろ
し

ま
」
を
読
ん
で
み
て

自
宅
の
近
く
に

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す

　

段
ボ
ー
ル
な
ど
を
使
っ
て
、

ご
み
減
量
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す

だ
け
で
よ
く
、
そ
う
難
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
開
始
直
後
は
変
化
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
温
度
が

徐
々
に
上
昇
し
、
分
解
が
始
ま
り
ま

す
。
や
が
て
２

　

・
　

３
日
間
隔
で
温
度

は
15
～
70
度
を
上
下
し
て
堆
肥
化
が

進
み
ま
す
。
時
々
米
ぬ
か
を
投
入
す

る
と
、
分
解
が
よ
り
早
く
進
み
ま
す
。

　

冬
季
４
カ
月
で
、
約
65

　

㎏
の
生
ご

み
が
約
６
㎏
の
堆
肥
に
な
る
の
で
、

か
な
り
の
減
量
に
な
り
ま
す
。
時
間

と
手
間
が
掛
か
り
ま
す
が
、
何
よ
り

も
ご
み
を
出
さ
な
い
こ
と
と
、
家
庭

菜
園
の
有
機
肥
料
と
し
て
も
利
用
で

き
る
の
で
、
ぜ
ひ
お
勧
め
し
た
い
方

法
で
す
。

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
の
で
ほ
と
ん
ど

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
年
末
に
は
粗
大
ご
み
が

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
捨
て
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
あ
り
、
困
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
気
に
な
る
こ
と
は
、
食
品

の
入
っ
た
容
器
な
ど
を
ち
ゃ
ん
と
洗

わ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
資
源
ご
み
と
し

て
捨
て
る
方
が
い
る
こ
と
と
、
高
齢

化
の
進
む
地
区
の
せ
い
か
、
曜
日
違

い
の
ご
み
を
捨
て
る
方
が
時
々
い
る

こ
と
で
す
。

　

最
近
は
、
カ
ラ
ス
よ
け
の
ネ
ッ
ト

を
使
っ
て
い
る
の
で
、
カ
ラ
ス
の

被
害
も
な
く
な
り
快
適
に
な

っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。　

　

段
ボ
ー
ル
箱
を
使
っ
た
生
ご
み
の

堆
肥
化
の
講
習
に
参
加
し
、
そ
の
後

５
年
ほ
ど
自
分
な
り
に
研
究
を
重
ね

て
た
ど
り
つ
い
た
方
法
で
す
。
段
ボ

ー
ル
箱
の
底
と
側
面
を
別
の
段
ボ
ー

ル
で
補
強
し
、
中
に
ピ
ー
ト
モ
ス
な

ど
の
基
材
を
入
れ
て
準
備
Ｏ
Ｋ
。
毎

朝
生
ご
み
を
投
入
し
、
か
き
混
ぜ
る

Q1.  ごみ袋代は、どのように使われますか。
A1.  市民の皆さんが負担しているごみ袋代（ごみ
処理手数料）は、ごみ処理の経費や減量・資源化
の経費、ごみステーションの環境整備、ごみ処理
施設周辺の環境整備などに使います。

Q2.  将来、北広島のごみの量はどうなると思いま
すか。
A2.  ごみの排出量は減ると考えています。道内の
有料化実施都市の有料化２年前と、３年後の一人  
１日当たりのごみ排出量を比較すると、平均で21
％の減量の効果が得られています。北広島市でも
３ページに記載した通り、導入の効果は表れてい
ます。

Q3. ごみステーションにほかの地区の人がごみを
捨てているようですが、それはいいのですか。
A3.  マンション・アパート専用を除き、ごみステ
ーションの管理は自治会・町内会が行っています。
お住まいの地域のごみステーションを利用してく
ださい。

Q4. カラスがごみを荒らすのですが、何かいい方
法はありませんか。
A4. ボックスやネットを設置すると効果があるよ
うです。自治会・町内会で購入する場合、市から
補助制度があります。詳しくはお問い合わせくだ
さい。

家庭ごみＱ＆Ａ

カラスよけネット

（大曲地区） （北広島団地地区）

（北広島団地地区）



中央会館（市役所隣）

９：00
～

16：00

９：30

～

16：00

団地住民センター（９：30 ～ 16：00）

西の里会館（９：30 ～ 16：00）

夢プラザ（９：30 ～ 16：00）

大曲会館（９：30 ～ 16：00）

輪厚農民研修センター（９：30 ～ 16：00）

２月４日㈬・19日㈭

年
末
調
整
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額

と
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金

額
の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
て
い
る
方

○
営
業
・
事
業
・
不
動
産
所
得
や
、
一
定
金

額
を
超
え
る
公
的
年
金
な
ど
の
あ
る
方

○
１
年
間
の
給
与
収
入
金
額
が
２
千
万
円
を

超
え
て
い
る
方

　

住
民
税
の
額
を
決
め
る
資
料
と
し
て
、
所

得
や
各
種
控
除
を
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地

の
市
町
村
に
申
告
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
や
給
与
の
年
末
調
整
を
し
た
方

は
、
住
民
税
申
告
を
し
た
も
の
と
見
な
さ
れ

ま
す
。

⑥

各種控除など 必要な書類など
収入確認のため
社会保険料控除

生命保険料控除
地震保険料控除
障害者控除

医療費控除

住宅借入金等
特別控除

　

寄附金控除
税金が還付になる方
その他必要なもの

◦健康保険料・年金保険料・介護保険料の
　領収書（平成20年１～12月に支払った分）
◦社会保険料（国民年金保険料）控除証明
　書（国民年金保険料を納付している方だけ）

◦身体障害者手帳や療育手帳など
◦障害者控除対象者認定書（介護保険の要
　介護認定者のうち、障害者控除の対象と
　なる方の認定書。申請に基づき市の福祉
　課が発行）など

◦地震保険料控除証明書

◦医療費の明細書（ノートなどに、医療を
　受けた方の１年分の医療費、公共交通機 
　関を利用した場合の交通費などを、病院
　や薬局ごとに集計）
◦平成20年中に支払った病院や薬局、介護
　保険サービスの領収書かレシート
◦住民票（平成21年１月１日以降に交付さ
　れたもの）
◦登記事項証明書（土地・家屋）
◦土地売買契約書・工事請負契約書（土地・
　家屋の取得価格が分かる書類）の写し
◦借入金の年末残高証明書（土地・家屋）
◦増築の場合は、建築確認済証か検査済証
　の写し、増改築等工事証明書のいずれか
◦改築の場合は、増改築等工事証明書

◦印鑑（認め印可。スタンプ型は不可）

◦源泉徴収票（原本）

◦寄付した先からの領収書など
◦銀行の口座情報（申告者本人名義）

◦生命保険料控除証明書

２月６日㈮・20日㈮

◦譲渡所得・山林所得・贈与税・相続税の申告や相談は
受け付けできません
◦11：30～13：00は受け付けを休みます
◦確定申告で所得税を納付する方は、２月16日㈪～３月
16日㈪にお越しください

２月10日㈫、３月５日㈭・６日㈮

２月２日㈪・３日㈫・９日㈪・16日㈪・17日㈫・
　　18日㈬・27日㈮
３月２日㈪・９日㈪・10日㈫・11日㈬・12日㈭・
　　13日㈮・16日㈪
税務署主催　２月23日㈪・24日㈫

２月12日㈭・13日㈮、３月３日㈫・４日㈬

２月５日㈭・25日㈬・26日㈭

札幌南税務署の職員が申告と相談を受け付け
ます。営業・事業所得や不動産所得がある方
は、この２日間か、札幌南税務署で申告して
ください。

　

所
得
税
の
申
告
の
こ
と
で
す
。
昨
年
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
得
た
所
得
金
額

と
、
こ
れ
に
対
す
る
税
額
を
計
算
し
て
納
め

る
所
得
税
額
を
確
定
し
、
申
告
し
ま
す
。

　
次
の
方
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

○
年
末
調
整
の
内
容
に
変
更
が
あ
る
方
（
扶

養
控
除
な
ど
の
対
象
者
の
年
間
給
与
収
入
が

１
０
３
万
円
を
超
え
た
方
な
ど
）

○
１
カ
所
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
て
、
給
与

所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計

が
20
万
円
を
超
え
て
い
る
方

○
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
て
、



⑦

　

寄
附
金
控
除
を
受
け
る
に
は
、
寄
付
し
た

先
を
正
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
告
書
に
は
、
全
て
の
寄
付
先
の
名
称
と
内

訳
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
道
や
市
が
、
控
除
対
象
と
な
る
寄
付
金
を

条
例
で
指
定
で
き
る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

○
寄
附
金
控
除
の
対
象
に
、
道
や
市
が
条
例

で
定
め
る
も
の
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
社
会

福
祉
法
人
や
学
校
法
人
、
独
立
行
政
法
人
な

ど
で
新
た
に
対
象
に
な
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す

○
所
得
控
除
か
ら
税
額
控
除
に
な
り
ま
し
た

○
適
用
下
限
額
が
、
こ
れ
ま
で
の
10
万
円
か

ら
５
千
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

○
控
除
対
象
限
度
額
が
、
総
所
得
金
額
等
の

25
％
か
ら
30
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
創
設
で
、
地
方
公

共
団
体
へ
の
寄
附
金
控
除
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
道
府
県
や
市
区
町
村
に
対
す
る
寄
付
金

　

該
当
す
る
方
は
、
毎
年
申
告
が
必
要
で
す
。

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
は
所
得
税
だ
け
に
適
用

さ
れ
る
制
度
で
す
が
、
平
成
19
年
度
の
税
源

移
譲
で
所
得
税
が
減
少
し
た
た
め
、
控
除
し

き
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
11
年
か
ら
18
年
ま
で
の

入
居
者
に
限
り
、
申
告
に
よ
っ
て
、
税
源
移

譲
が
な
け
れ
ば
受
け
ら
れ
て
い
た
控
除
額
と

の
差
額
を
、
翌
年
度
の
住
民
税
か
ら
控
除
で

き
ま
す
。

国税庁のホームページの
 「 確定申告書等作成コー
ナー」を利用すると、確
定申告書などが作成でき
ます。作成した申告書に
必要書類を添えて送付す
ると、税務署に行かなく
ても確定申告ができます。

国税の申告などの手続き
を、インターネットでで
きる便利なシステムです。
詳しくは、ｅ-Ｔａｘホーム
ページ（http://www.e-ta
x.nta.go.jp) をご覧ください。

２月22日と３月１日の日
曜に、札幌市内の税務署

（札幌中税務署を除く）で、
確定申告の相談と申告書
を受け付けます。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
３
月
16
日
ま
で
に
、

１
月
１
日
現
在
の
住
所
地
の
市
区
町
村
に
「
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
申
告
書
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
確
定
申
告
を
し
な
い

方
は
、
源
泉
徴
収
票
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

＊
期
限
が
過
ぎ
て
も
受
け
付
け
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

＊
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
申
告
書
が
作
成

で
き
ま
す
。
作
成
し
た
申
告
書
を
、
確
定
申

告
を
し
な
い
方
は
源
泉
徴
収
票
と
一
緒
に
市

役
所
税
務
課
（
〒
061
～
１
１
９
２
住
所
不
要
）

へ
、
確
定
申
告
を
す
る
方
は
確
定
申
告
書
と

一
緒
に
札
幌
南
税
務
署
（
〒
062
～
０
０
５
１

札
幌
市
豊
平
区
月
寒
東
１
条
５
丁
目
３
～
４
）

へ
送
付
す
る
と
、
手
続
き
が
完
了
し
ま
す
。

Ａ欄

Ｂ欄 Ｃ欄

＊平成11年～18年の
入居者に限ります。

　
次
の
方
は
、
確
定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
が
、
住
民
税
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

○
各
種
控
除
（
社
会
保
険
料
控
除
、
生
命
・

地
震
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
、
配
偶
者

控
除
、
配
偶
者
特
別
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
）

を
受
け
よ
う
と
す
る
方

○
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
（
未

申
告
の
場
合
は
、
税
額
の
軽
減
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）

は
、
５
千
円
を
超
え
る
分
に
つ
い
て
、
個
人

住
民
税
の
所
得
割
分
の
約
１
割
を
上
限
に
、

所
得
税
と
合
わ
せ
て
全
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

確定申告
書第一表
の右上

◦Ａ欄（源泉徴収税額）が０円
◦Ｂ欄（住宅借入金等特別控除可能額）がＣ欄（住宅借入
金等特別控除の額）より大きい
◦Ｃ欄（住宅借入金等特別控除の額）が０円でない

Ｄ欄

Ｅ欄

Ｇ欄
Ｆ欄

◦Ｄ欄（課税される所得金額）が０円でない
◦Ｅ欄－Ｆ欄（配当控除の額を差し引いた後の税額）が０
円でなく、Ｇ欄（住宅借入金等特別控除）より小さい

問合せ　＜確定申告について＞札幌南税務署（☎ 853-1011）
　　　　＜住民税申告と市内の申告会場について＞市役所税務課（☎ 372-3311 内線 830）



メ
タ
モ
リ
ッ
ク
は
メ
タ
モ
ル
フ

ォ
ー
ゼ
＝
〝
変
容
す
る
〟
と
い

う
意
味
の
単
語
か
ら
考
え
た
造

語
で
、
変
容
し
て
い
る
動
物
、

ま
た
は
変
容
し
て
い
る
人
と
い

う
意
味
が
あ
る
。

昨
年
12
月
の
個
展
を
見
て
、

作
風
が
変
わ
っ
た
よ
う

な
印
象
を
受
け
た
。
前
に
見
た

作
品
と
は
雰
囲
気
が
違
っ
て
い
た
。

心
境
の
変
化
な
の
か
。
興
味
が

わ
い
た
。「
初
期
の
作
品
は
、
背

景
と
し
て
テ
ー
マ
に
合
っ
た
絵

を
描
き
、
そ
れ
と
合
わ
せ
て
写

真
に
撮
る
こ
と
で
全
体
の
雰
囲

気
を
よ
り
リ
ア
ル
に
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し

た
。
最
近
の
作
品
は
１
３
０
㎝

ほ
ど
の
丈
で
、
素
材
は
木
で
す

が
、土
台
に
コ
ケ
を
使
っ
た
り
、

ガ
ラ
ス
や
ろ
う
な
ど
別
の
素
材

を
組
み
込
ん
だ
り
、
実
際
に
手

で
触
っ
て
感
触
を
楽
し
む
作
品

な
ど
が
あ
り
ま
す
」
以
前
は
訴

え
て
く
る
よ
う
な
作
品
が
多
か

っ
た
が
、
今
は
、
作
品
を
見
て

触
っ
て
何
か
感
じ
て
ほ
し
い
、

そ
ん
な
作
風
に
変
わ
っ
て
い
た
。

　

「
最
近
は
目
に
見
え
な
い
も
の

を
形
に
し
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
人
・
動
物
・
樹

木
・
建
物
を
組
み
合
わ
せ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
割
合
が
少
し
ず

つ
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
ま
た
シ
ン
プ
ル
な
も
の

に
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

個
展
で
は
、
気
に
入
っ
て

く
れ
た
人
に
作
品
を
販

売
し
て
い
る
。
売
れ
て
し
ま
う

と
寂
し
く
な
い
の
か
と
聞
く
と

　

「
そ
う
い
う
感
覚
が
な
い
ん
で

す
。
出
来
上
が
り
が
近
付
く
に

つ
れ
て
自
分
か
ら
離
れ
て
行
く
。

作
品
た
ち
の
、
も
っ
と
上
手
に

作
れ
！　

そ
ん
な
声
が
聞
こ
え

る
か
ら
、
個
展
が
終
わ
っ
た
ら

箱
に
し
ま
っ
ち
ゃ
う
く
ら
い
で

す
」
と
さ
わ
や
か
に
笑
っ
て
答

え
て
く
れ
た
。

　

こ
の
先
、
ど
の
よ
う
な
作
品

に
変
容
し
て
い
く
の
か
、
山
本

さ
ん
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

造形作家

山本　祐歳さん

やまもと・まさとし
高台町在住。
東京の広告制作会社でグラフィッ
クデザイナーとして勤務。平成７
年に北海道へＵターン。以降、創
作活動に専念。公募展「サッポロ
アートアニュアル 1988」で札幌市
長賞、　「オペルデザインコンテス
ト」審査員賞、「東急ハンズ大賞」
入選など受賞多数。6月に札幌で
個展を開催する予定。

⑧

山
本
さ
ん
の
作
品
「
是
ク
在
ル
」

（
右
上
）、「
月
ヲ
觀
ル
」（
右
下
）、

「
日
ヲ
觀
ル
」（
左
）

＊毎月 1 回木曜に、芸術文化ホールで木彫教室を開いています。詳しくはホームページ http://www10.plala.or.jp/
metamor/ 、電子メール metamor@sea.plala.or.jp へお問い合わせください。

と
も
あ
り
、
出
身
地
で
あ
る
札

幌
で
再
ス
タ
ー
ト
す
る
つ
も
り

で
戻
っ
て
き
た
。　
「
デ
ザ
イ
ナ

ー
と
し
て
の
仕
事
が
見
つ
か
ら

ず
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
、
何

か
表
現
で
き
る
す
べ
を
模
索
し
、

根
幹
と
し
て
動
物
と
人
間
を
融

合
し
た
作
品
を
作
る
こ
と
に
行

き
当
た
り
ま
し
た
」

　

後
に
札
幌
か
ら
北
広
島
に
移

り
、創
作
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

「
い
ろ
ん
な
人
と
の
出
会
い
や

助
け
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

北
広
島
に
移
っ
た
こ
と
も
大
き

な
転
換
点
で
し
た
。
今
の
自
分

を
つ
く
り
、
支
え
て
く
れ
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
北
広
島

の
空
気
も
、
お
そ
ら
く
作
品
に

か
か
わ
っ
て
く
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
」

山
本
さ
ん
は
札
幌
と
北
広

島
で
『M

メ

タ

モ

リ

ッ

ク

E
T

A
M

O
R

IC
 

A

アN

ニ

マ

ル

IM
A

L

』
と
い
う
個
展
を
毎

年
開
き
、
作
品
を
発
表
し
続
け

て
い
る
。
作
品
を
認
め
て
く
れ

る
人
も
次
第
に
増
え
て
き
た
。

か
ね
て
か
ら
親
交
の
あ
っ

た
山
本
さ
ん
の
個
展
を

久
し
振
り
に
訪
ね
た
。
『
月
ヲ

觀み

ル
』
『
日
ヲ
觀み

ル
』
『
是か

くク

在あ

るル
』
が
、広
い
空
間
に
３
体
。

動
物
と
人
間
を
融
合
さ
せ
た
木

彫
作
品
で
、
見
て
い
る
と
現
実

に
は
存
在
し
な
い
想
像
の
世
界

に
誘
い
込
ま
れ
た
よ
う
な
錯
覚

を
覚
え
た
。

「
東
京
の
広
告
制
作
会
社
に

勤
務
し
て
い
る
時
、
彫

刻
家
・
舟ふ

な
こ
し
か
つ
ら

越
桂
さ
ん
の
ア
ト
リ

エ
を
訪
問
す
る
テ
レ
ビ
番
組
を

見
て
、
す
ぐ
に
道
具
を
そ
ろ
え

て
木
彫
を
始
め
ま
し
た
。
絵
を

描
い
た
り
、
粘
土
を
や
っ
た
り

し
ま
し
た
が
、
木
の
感
触
が
好

き
で
、
何
よ
り
木
を
彫
る
こ
と

が
楽
し
か
っ
た
の
で
す
。
２

　

・

３
体
ほ
ど
、
趣
味
で
作
り
ま
し

た
が
、
仕
事
が
忙
し
く
な
り
創

作
活
動
を
中
断
し
ま
し
た
」

　

し
か
し
、
そ
の
後
転
機
が
訪

れ
る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
平
成

７
年
、
仕
事
が
減
っ
て
き
た
こ

・
・



 

　

１
月
１８
日
、
東
部
小
学
校
で
リ
ン
ク
開

き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
は
冬
休
み
中
に
出
来
上
が
る
ス
ケ

ー
ト
リ
ン
ク
。
今
年
は
、
雨
が
降
っ
た
り

な
か
な
か
気
温
が
下
が
ら
な
い
日
が
続
い

た
り
し
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
リ
ン
ク
の

一
部
で
滑
走
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
小
学
校
に
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
が

あ
る
の
は
東
部
小
学
校
だ
け
で
す
が
、
か

つ
て
は
ほ
か
の
小
学
校
に
も
あ
り
ま
し
た
。

教
職
員
や
保
護
者
た
ち
が
雪
を
踏
み
固
め
、

深
夜
に
水
を
ま
い
て
リ
ン
ク
を
造
成
。
地

元
の
建
設
会
社
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
を
出
し
て
く
れ
た
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ス
ケ
ー
ト

の
授
業
の
成
果
を
校
内
ス
ケ
ー
ト
大
会
な

ど
で
競
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
児
童
数
の
減
少
な
ど
か
ら
、

造
成
作
業
や
管
理
運
営
が
難
し
く
な
り
、

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
数
は
減
っ
て
い
き
ま

し
た
。
東
部
小
学
校
で
は
現
在
、
業
者
に

委
託
し
て
造
成
し
、
朝
夕
の
除
雪
や
散
水

は
教
職
員
や
保
護
者
な
ど
も
参
加
、
協
力

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

吉
川
教
頭
は
、
「
主
に
体
育
の
授
業
で

使
っ
て
い
ま
す
。学
校
の
授
業
以
外
に
も
、

ス
ケ
ー
ト
少
年
団
員
が
放
課
後
の
練
習
に

使
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
リ
ン
ク
は
学
習
用

で
す
が
、
休
日
に
滑
っ
て
い
る
地
域
の
方

も
い
ま
す
ね
」

　

リ
ン
ク
の
完
成
を
待
ち
わ
び
た
子
ど
も

た
ち
の
顔
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

　

低
学
年
の
授
業
に
は
、
保
護
者
が
見
学

に
訪
れ
、「
ひ
も
は
し
っ
か
り
結
べ
た
か

な
」
と
、
心
配
そ
う
に
見
守
っ
て
い
ま
し

た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
風
や
氷
の
冷
た
さ

に
も
負
け
ず
、
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今

シ
ー
ズ
ン
初
め
て
の
ス
ケ
ー
ト
で
、
中
に

は
恐
る
恐
る
リ
ン
ク
に
入
る
子
も
い
ま
し

た
が
、
み
ん
な
楽
し
そ
う
に
滑
っ
て
い
ま

し
た
。

⑨               

北広島の「おもしろい！」「伝えたい！」と思う情報や写真をぜひお寄せく
ださい。できる限り広報紙で取り上げていきます。お待ちしています！

【まちネタ】募集中

　

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
が
、
も
う
ウ
イ
リ
ー

は
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
思
い
「
あ

あ
。
も
う
お
そ
か
っ
た
」
と
言
っ
た
時

に
、
思
わ
ず
び
く
っ
と
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
で
も
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
の
願
い

が
通
じ
、
ね
ず
み
に
な
っ
た
ウ
イ
リ
ー

と
ま
た
会
え
た
の
が
心
に
残
り
、
こ
の

場
面
を
か
き
ま
し
た
。

「
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
の
き
せ
き

の
し
ゅ
ん
間
」 216

作品・文とも

類
る い け

家妃
ひ な

奈さん

　

冬
の
朝
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
週

１
回
の
健
康
体
操
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
る
。
夏
に
公
園
の
木
陰
で
体
を

伸
ば
し
て
い
た
人
が
、
冬
も
場
所

を
変
え
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
だ
。

　

訪
ね
て
み
る
と
、
中
国
健
康
体

操
と
い
う
サ
ー
ク
ル
だ
っ
た
。

　

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
シ
ニ
ア

で
、
最
高
齢
は
８８
歳
。
み
ん
な
姿

勢
が
よ
く
、
年
齢
よ
り
も
若
く
生

き
生
き
し
て
見
え
る
。

　

半
数
以
上
の
人
が
、
初
め
か
ら

続
け
て
い
る
。
体
が
弱
く
、
通
う

の
に
も
苦
労
し
て
い
た
女
性
は
、

最
近
は
ほ
と
ん
ど
休
ま
ず
に
通
え

る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

 （西の里小学校2年）

１月１８日に行われた東部小学校リンク開き

３０年前の東部小学校リンク

　

参
加
者
は
、
雪
が
解
け
、
ま
た

公
園
に
集
ま
る
日
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
。

「アレクサンダとぜんまいねずみ」から

音楽に合わせてゆったりと体を動かします



　

次
世
代
計
画
調
査

　

北
広
島
市
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
行
動
計
画
（
後
期
計
画
・

平
成
22
～
26
年
度
）
を
策
定
す
る

た
め
、
２
月
下
旬
か
ら
調
査
を
行

い
ま
す
。

　

無
作
為
に
選
ん
だ
子
育
て
中
の

家
庭
に
調
査
票
を
送
り
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
訪
問
や
電
話
に
よ
る
聞
き
取
り

調
査
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

児
童
家
庭
課
（
内
線
８

１
４
）

　

特
別
慰
労
品
の
贈
呈

　

恩
給
欠
挌
者
や
戦
後
強
制
抑
留

者
、
引
揚
者
の
本
人
に
、
特
別
慰

労
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
引
揚

者
は
、
終
戦
の
日
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
外
地
で
生
活
し
、
戦
後

引
き
揚
げ
て
き
た
家
族
全
員
が
対

象
で
す
。

　

請
求
期
限
は
３
月
31
日
ま
で
で

す
。
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
め

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
請
求
書

は
市
役
所
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

＊
資
格
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は
独

立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
15
分
～
午
後
５
時
15
分
、

　

０
１
２
０
～
２
３
４
～
９
３
３
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
課
（
内
線
７
９
１
）

　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　　

基
礎
的
な
応
急
手
当
の
講
習
で
す
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
か
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
中
学
生
以
上
の
方

日
時　

２
月
19
日
㈭　

午
前
９
時

～
正
午

会
場　

消
防
本
部
防
災
研
修
室

定
員　

先
着
30
人

申
込
み　

２
月
12
日
ま
で
に
市
消

防
署
（
☎
373
～
２
３
２
２
、氏
名
・

生
年
月
日
・
連
絡
先
を
記
入
し
て

FAX
　

373
～
６
２
３
０
）

２
月
７
日
は

　

北
方
領
土
の
日

　
２
月
７
日
は
、
日
露
通
商
友
好

条
約
が
調
印
さ
れ
、
日
本
と
ロ
シ

ア
の
国
境
が
択え

と
ろ
ふ捉

島
と
ウ
ル
ッ
プ

島
間
と
な
り
、
国く

な
し
り後
・
択
捉
・
色し

こ
た
ん丹
・

歯は
ぼ
ま
い舞
群
島
の
北
方
４
島
が
日
本
の

領
土
と
な
っ
た
日
で
す
。
北
方
４

島
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
返

還
運
動
を
進
め
る
た
め
、
こ
の
日

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

問
合
せ　

市
民
生
活
課
（
内
線
７

０
０
）　　

　日
時　

２
月
３
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

会
場　

中
央
会
館
（
市
役
所
隣
）

内
容　

国
の
行
政
機
関
の
仕
事
に

つ
い
て
の
苦
情
・
要
望
・
意
見
な
ど

相
談
員　

行
政
相
談
委
員

問
合
せ　

市
民
生
活
課
（
内
線
７

０
０
）

＊今号に掲載している申し込みが必要な事業で、特に指定がない場合は
２月１日からの受け付けです。

⑩

行政相談



◇運行時刻表◇
◆
利
用
当
日
は
、
利
用
割
引
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
無
い
方
は
、
温
泉
の
受
付
で
お
渡
し
し
ま
す
。

健
康
保
険
証
な
ど
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問合せ　社会福祉協議会 ☎ 372-1698

東部南コース 東部北コース 西の里コース 仁別・大曲コース 島松・中の沢コース
２/25㈬
３/25㈬
4/15㈬

1 号車
２号車

2/17㈫
3/17㈫
4/  7㈫

1 号車
２号車

2/12㈭
3/12㈭
4/  9㈭

1 号車
２号車

2/  6㈮
3/  6㈮
4/10㈮

1 号車
２号車

2/19㈭
3/19㈭
4/16㈭

1 号車
２号車

2/24㈫
3/24㈫
4/14㈫

1 号車
２号車

2/13㈮
3/13㈮
4/17㈮

1 号車
２号車

2/18㈬
3/18㈬
4/  8㈬

1 号車
２号車

音江別神
社バス停

（谷口宅前）

9:40
10:50

フレッシ
ュはまだ
稲穂店前

（稲穂町西４）

9:32
10:37

北の台バ
ス停（エ
ルム建設前）

9:30
10:40

東部中学
校入口バ
ス停（中
学校側）

9:40
10:45

虹ヶ丘中
央バス停

（虹ヶ丘
公園側）

9:23
10:45

仁別会館
前（仁別
361）

9:00
10:30

大曲末広
３丁目バ
ス停（ス
パー前）

9:30
10:45

長谷川昭
三宅前

（島松 557）

9:15
10:25

➡
うえはら
生花店前

（稲穂町西１）

9:35
10:40 ➡ ➡

虹ヶ丘東
バス停

（２丁目側）

9:25
10:47

皆川敏宅
前（仁別
296）

9:04
10:34

大曲末広２
丁目バス停
( セリオ側）

9:33
10:48

Ａコープ
西部店前

（輪厚中央５）

9:20
10:30

➡ ➡ ➡ ➡ ➡
本間春明
宅前（仁
別 254）

9:07
10:37 ➡

輪厚ゴル
フ場バス
停（ゴル
フ場側）

9:23
10:33

➡ ➡ ➡ ➡ ➡
斉藤務宅
前（大曲
287）

9:10
10:40 ➡

にしたに
デンタルク
リニック前

（希望ヶ丘３）

9:26
10:36

➡
広葉小学
校前（輝
美町 A-1
号棟向かい）

9:43
10:48

北の里牧
場前バス
停（湯浅
宅側）

9:40
10:50 ➡

西の里第
２団地バ
ス停（西
の里北側）

9:28
10:50

みどりの
郷バス停

（スポーツ
デポ側）

9:20
10:50

大曲バス
停（中学
校側）

9:37
10:52

ホースフ
ィールド
ワッツ前

（輪厚 401-4）

9:30
10:40

南の里 １２
号バス停

（木川宅前）

9:45
10:55

松葉町１
丁目電話
ﾎﾞｯｸｽ前

（松葉町側）

9:45
10:50

裏の沢バ
ス停（日
栄興業側）

9:43
10:53

青葉町３
丁目バス
停（４丁
目側）

9:50
10:55

西の里バ
ス停（西
の里東側）

9:31
10:53

大曲光４
丁目バス
停（大曲
光側）

9:30
11:00

南ヶ丘４
丁目バス
停（大曲
交番側）

9:40
10:55

竹樋節夫
宅前（中
の沢 93）

9:35
10:45

新富町バ
ス停（新
富町西３）

9:48
10:58

山手町６
丁目バス
停（藤川
歯科医院前）

9:50
10:55

伸光丸前
（藤井宅側）

9:45
10:55

南町３丁
目バス停

（林側）

9:52
10:57

西の里学
校通バス
停（ロー
ソン側）

9:34
10:56

若葉町２
丁目バス
停（若葉
町側）

9:50
11:20

大曲柏葉
２丁目バ
ス停（湯
田歯科医院前）

9:43
10:58

大学競技
場前バス
停（林側）

9:38
10:48

セブンイ
レブン駅
前店（中央６）

9:50
11:00

高台町４
丁目バス
停（高台町側）

9:55
11:00

市役所バ
ス停（市
役所側）

9:50
11:00

高台町６
丁目バス
停（里見町側）

9:55
11:00

椴山バス
停（中川
宅前）

9:37
10:59

泉町２丁
目バス停

（泉町側）

9:55
11:25

柏葉台団
地バス停

（団地側）

9:45
11:00

栄町２丁
目バス停

（道銀側）

9:50
11:00

　

法

律

相

談

　

電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

助
言
・
相
談
で
約
25
分
間
で
す
。

日
時　

２
月
12
日
㈭　

午
後
１
時

～
４
時

会
場　

市
役
所
本
庁
舎
２
階

定
員　

先
着
６
人

申
込
み　

２
月
10
日
ま
で
に
市
民

生
活
課
（
内
線
７
０
０
）

　

失
業
相
談
室

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
企

業
倒
産
や
中
途
解
雇
で
失
業
し
た
方

日
時　

土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く

午
前
10
時
～
午
後
４
時

会
場　

ジ
ョ
ブ
ガ
イ
ド
北
広
島
（
中

央
３
丁
目
１
～
３
）

内
容　

年
金
・
健
康
保
険
・
税
金
・

保
育
料
・
介
護
保
険
料
・
就
学
援

助
資
金
な
ど
の
相
談
、
社
員
寮
の

退
去
に
伴
う
住
宅
相
談
、
採
用
内

定
取
り
消
し
に
関
す
る
相
談
、
生

活
資
金
金
融
制
度
の
相
談
、
再
就

職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
の
案
内

問
合
せ　

ジ
ョ
ブ
ガ
イ
ド
北
広
島

（
☎
374
～
８
５
５
０
）　

　　
非
常
勤
社
会
福
祉
指
導
員

対
象　

精
神
保
健
福
祉
士
、
社
会

福
祉
士
、
作
業
療
法
士
な
ど
の
資

格
が
あ
る
、
65
歳
未
満
の
方

募
集
人
数　

若
干
名　

業
務
内
容　

地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
・
Ｍ
Ｈ
Ｃ
北
ひ
ろ
し
ま
で
精

神
障
が
い
者
の
社
会
復
帰
に
向
け

た
作
業
指
導（
木
工
や
手
芸
な
ど
）

や
相
談
対
応

採
用
期
間　

４
月
１
日
～
平
成
22

年
３
月
31
日

勤
務
時
間　

週
28
時
間
45
分
以
内

休
日　

土
・
日
曜
、
祝
日
、
年
末

年
始

報
酬　

月
額
14
万
１
１
０
０
円
、

通
勤
手
当
、
加
算
額
（
年
２
回
）

社
会
保
険
等　

健
康
保
険
・
厚
生

年
金
・
雇
用
保
険
に
加
入

申
込
み　

２
月
13
日
ま
で
に
履
歴

書
（
写
真
付
き
）
を
持
ち
福
祉
課

（
内
線
８
１
０
）

＊
採
用
は
面
接
（
日
程
は
後
日
連

絡
）
で
決
定
し
ま
す
。
兼
職
は
で

き
ま
せ
ん
。
履
歴
書
は
お
返
し
し

ま
せ
ん
。

　

 〈
一
般
事
務
登
録
者
〉

　

登
録
者
か
ら
選
考
し
ま
す
。
登

録
は
、
職
員
課
に
あ
る
登
録
カ
ー

ド
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
履
歴
書
用
写
真
１
枚
を
添

え
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
簡

単
な
面
接
が
あ
り
ま
す
。

採
用
人
数　

10
人
程
度

採
用
期
間　

４
月
１
日
か
ら
６
カ

月
以
内（
６
カ
月
以
内
の
更
新
あ
り
）

勤
務
時
間　

午
前
８
時
45
分
～
午

後
５
時
15
分
の
間
で
６
時
間

休
日　

土
・
日
曜
、
祝
日

賃
金　

時
給
８
１
０
円
、
通
勤
手

当
、
時
間
外
勤
務
手
当

社
会
保
険
等　

健
康
保
険
、
厚
生

年
金
、
雇
用
保
険
に
加
入

申
込
み　

２
月
13
日
ま
で
に
職
員

課
（
内
線
７
２
６
）

〈
土
木
事
務
所
事
務
〉

募
集
人
数　

１
人

採
用
期
間　

４
月
１
日
～
９
月
30

日
（
６
カ
月
以
内
の
更
新
あ
り
）

勤
務
時
間　

午
前
８
時
45
分
～
午

後
１
時
30
分

休
日　

土
・
日
曜
、
祝
日

賃
金　

時
給
８
１
０
円
、
通
勤
手
当

申
込
み　

２
月
10
日
ま
で
に
履
歴

書
（
写
真
付
き
）
を
持
ち
土
木
事

務
所
（
共
栄
１
９
６
～
１
、
内
線

７
５
９
）

＊
採
用
は
書
類
選
考
と
面
接
（
日

程
は
後
日
通
知
）で
決
定
し
ま
す
。

〈
共
通
事
項
〉

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
パ

ソ
コ
ン
（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
な

ど
）
が
使
え
る
方

危機管
理担当

（内線652）

島松演習場

陸上自衛隊演習
問
合
せ

詳しくは、市の
ホームページを
ご覧ください。

◦日時　2月１０日㈫・11日㈬　午前７時～午後10時
　　　　（正午～午後 １時を除く）
◦実施部隊　第７師団

⑪

竹山高原温泉利用割引制度（市内にお住まいで６５歳以上の方、自己負担１回100 円・年１０回）
を利用するための、竹山高原温泉行きの福祉バスを運行します。道路状況により停留所到着時
刻が遅れる場合があります。帰りは午後１時と３時に温泉を出発し、行きの逆経路で運行します。
＊西の里コースを利用される方は電話で事前の申し込みが必要です。

臨時職員



保育園 定員 所在地 延長
保育

障がい
児保育

新規
入所

公
　
立

すみれ保育園 120 広葉町２丁目 4 － 1 ○ ○ 可
すずらん保育園 90 高台町７丁目 4 －１ ○ 可
稲穂保育園 90 稲穂町東１丁目 6 － 1 ○ 若干名

私
　
立

西の里保育園 60 西の里北２丁目 4 － 6 ○ ○ 若干名
はだかんぼ保育園 45 東共栄２丁目 17 － 1 ○ ○ 可
大曲いちい保育園 60 大曲 370 － 8 ○ ○ 若干名
大地太陽森の家保育園 30 大曲 784 － 104 ○ 若干名
大曲はだかんぼ保育園 100 大曲柏葉１丁目 2 － 5 ○ ○ 可

＊各保育園には定員（園定員と年齢別定員）があり、希
望者が多数の場合は、保護者の就労状況などにより優先
順位を付け、入所児童を決定します。また、第２希望以
下の保育園を案内することもあります。
★保育園や学童クラブの入所については、受付場所にあ
る保育所ガイド・学童クラブのしおりをご覧ください。

　　　　放課後、帰宅しても保護者が仕事や病気など
のため、保育が困難となる小学１～３年の児童（障が
いがある児童は４年まで）
　　　　　　　月額 4,500 円
＊ほかに、行事で実費が掛かる場合があります。
◆同一世帯から２人以上入所する場合、２人目からは
3,000 円です。
◆生活保護世帯・準要保護世帯などには減免の制度が
あります。

◆通常登校日（月～金曜）　 　　　下校時 ～ 18：00
◆夏・冬・春休み、学校休校日　　8：30 ～ 18：00
◆土曜（夏・冬・春休みを含む）      8：30 ～ 16：30
　　　　　学童クラブでの保育が困難と認めるときは、
入所を制限する場合があります。
＊申込み多数の場合は、保護者の就労状況などを考慮
し、決定します。

ひ
き
こ
も
り
青
年

　

家
族
交
流
会

　

望
ま
し
い
対
応
に
つ
い
て
学
び
、

情
報
交
換
を
し
ま
す
。

対
象　

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
と
家
族

日
時　

２
月
10
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

会
場　

千
歳
保
健
所
（
千
歳
市
東

雲
町
４
丁
目
２
）

申
込
み　

２
月
９
日
ま
で
に
千
歳

保
健
所
（
☎
０
１
２
３
～
23
～
３

１
７
５
）

　　　　

心
の
健
康
に
つ
い
て
悩
ん
だ
り

困
っ
た
り
し
て
い
る
方
の
た
め
の

相
談
で
す
。
相
談
日
以
外
も
来
所

や
電
話
で
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象　

本
人
と
そ
の
家
族

日
時　

２
月
４
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
か
ら

会
場　

恵
庭
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
恵

庭
市
南
島
松
８
２
８
～
３
）

相
談
員　

精
神
神
経
科
医
師
、
保

健
師

申
込
み　

２
月
３
日
ま
で
に
千
歳

保
健
所
（
☎
０
１
２
３
～
23
～
３

１
７
５
）

　　　　　　

妊
娠
中
の
生
活
や
出
産
、
子
育

て
に
つ
い
て
楽
し
く
学
習
し
な
が

ら
友
達
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
内
容　

◦
２
月
10
日
＝
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
交
流
、
赤
ち

ゃ
ん
と
の
生
活
（
ビ
デ
オ
、講
話
）

◦
２
月
17
日
＝
呼
吸
法
と
妊
婦
体

操
（
ビ
デ
オ
、
実
技
）　

◦
２
月

24
日
＝
母
乳
育
児
・
歯
科
講
座　

◦
３
月
３
日
＝
栄
養
講
座
、
先
輩

マ
マ
と
の
交
流
会　

い
ず
れ
も
火

曜
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時
45
分

会
場　

中
央
会
館
（
市
役
所
隣
）

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
込
み　

２
月
９
日
ま
で
に
健
康

推
進
課
（
内
線
８
０
８
）

講
演
会

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

　
ド
ロ
ー
ム
と
心
臓
病

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

は
、
心
臓
病
の
発
症
に
影
響
が
あ

り
ま
す
。
講
演
会
で
学
習
し
、
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

２
月
７
日
㈯　

午
前
10
時

30
分
～
正
午

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

講
師　

北
海
道
中
央
労
災
病
院
第

　
島
松
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
防

衛
問
題
な
ど
に
興
味
が
あ
る
20
歳

以
上
の
方
（
国
や
地
方
公
共
団
体

の
議
員
・
職
員
を
除
く
）

募
集
人
数　

15
人

業
務
内
容　

駐
屯
地
見
学
や
行
事
、

戦
車
な
ど
の
体
験
試
乗
に
参
加
し
、

意
見
を
提
出
す
る

任
期　

４
月
１
日
～
平
成
22
年
３

月
31
日

＊
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
み　

３
月
６
日
正
午
ま
で
に

島
松
駐
屯
地
広
報
班
（
☎
０
１
２

３
～
36
～
８
６
１
１
・
内
線
５
２

５
１
）

　
　対

象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
20

歳
以
上
の
方

募
集
人
数　

若
干
名

業
務
内
容　

月
１
回
の
価
格
調
査
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
調
査
な
ど

任
期　

４
月
１
日
～
平
成
22
年
３

月
31
日

報
酬　

年
額
２
万
４
０
０
０
円

申
込
み　

２
月
９
日
ま
で
に
商
業

労
働
課
（
内
線
８
５
８
）

＊
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
未

経
験
者
を
優
先
し
ま
す
。

　生後７週目から小学校入学前までの乳幼児で、保護者
が次のような理由で家庭での保育ができない場合や、同
居親族が子どもを保育できない場合
◆昼間、家庭の外や家庭内で日常の家事以外の仕事をし
ている
◆妊娠中か出産後間もない
◆病気療養中か障がいがある　
◆そのほか、特別な理由がある
＊保育園での保育が困難と認めるときは、入園を制限す
る場合があります。

　世帯の前年所得税額（所得税額がない場合は前年度市
民税所得割額）の合計額や入園児の年齢で決定し、毎月
納めていただきます。

学童クラブ 定員 所在地 電話
北広島 50 泉町１丁目 1　団地住民センター内 372-0893
大曲 50 大曲中央２丁目 4 － 6　大曲こども館内 377-3474
西の里 50 西の里南１丁目２－４　西の里公民館内 375-2911
東部 50 朝日町５丁目１－２　東記念館内 373-3277
広葉 50 広葉町３丁目 1　広葉小学校内 373-3200
大曲東 50 大曲光２丁目 8　大曲東こども館内 377-5551
大曲東第二 40 大曲光２丁目 8　大曲東こども館内 377-5571
北の台 50 共栄町４丁目 2 － 5　広島幼稚園ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ内 373-4606
西部 40 輪厚中央 1 丁目 10 － 2　輪厚児童ｾﾝﾀｰ内 377-2788

◆問合せ　　児童家庭課（保育園／内線 801・学童
　　　　　　クラブ／内線 802）

⑫

○申込期限　２月20日　
＊期限以降の申し込みは、４月１日からの入所がで
きないことがあります。
○受付場所　児童家庭課か各出張所
○手続き　　受付場所にある申込書に必要書類を添
　　　　　　えて、お申し込みください。

北
海
道
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

最
低
賃
金
額
　
　
時
給
６
６
７
円

                                         

☎

　〜
2
3
1
1

                                                        （
内
線
3
5
6
4
）

　平
成

　年

　月

　日
か
ら

20

10

19

問合せ

709

北
海
道
労
働
局
賃
金
課

マタニティ
　スクール

北海道消費
生活モニター

〔対象〕

心の健康相談



30
分
～
２
時
30
分

会
場　

西
の
里
会
館　

内
容　

高
血
圧
や
糖
尿
病
、
歯
周

病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
や

改
善
の
た
め
の
相
談

＊
血
圧
・
体
脂
肪
測
定
、
尿
検
査

も
で
き
ま
す
。

相
談
員　

保
健
師
・
栄
養
士
・
歯

科
衛
生
士

持
ち
物　

健
康
手
帳
・
健
診
記
録

表
（
あ
る
方
だ
け
）

申
込
み　

高
齢
者
支
援
課
（
内
線

８
１
１
）

　　
　　　　　　

石
狩
管
内
の
小
・
中
学
生
が
書

い
た
標
語
や
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し

ま
す
。
テ
ー
マ
は
、
伝
え
よ
う
！

広
げ
よ
う
！　
「
い
じ
め
根
絶
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
す
。

日
時　

２
月
３
日
㈫
～
12
日
㈭　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
10
時
（
初

日
は
午
後
１
時
か
ら
、
最
終
日
は

午
後
３
時
ま
で
、９
日
㈪
は
休
館
）

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ

リ
ー

問
合
せ　

青
少
年
課
（
内
線
６
０
７
）

⑬

講
演
会　

　
人
付
き
合
い
が
楽
に
な
る
コ
ツ

　

人
間
関
係
の
保
ち
方
や
、
ス
ト

レ
ス
対
処
方
法
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

２
月
11
日
㈬　

午
後
３
時

～
４
時
30
分

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

講
師　

北
海
道
文
教
大
学
教
授　

濱は
ま

田だ

康や
す
しさ
ん

＊
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
推
進
課
（
内
線
８

０
８
）

　

糖
尿
病
予
防
講
演
会

　　

生
活
改
善
の
た
め
の
具
体
的
な

方
法
が
分
か
ら
な
い
方
、
日
ご
ろ

の
疑
問
や
悩
み
を
解
決
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

２
月
13
日
㈮　

午
後
２
時

30
分
～
４
時

会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師　

北
の
台
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

辻つ
じ

田た

孝こ
う
す
け輔
さ
ん

申
込
み　

２
月
12
日
ま
で
に
健
康

推
進
課
（
内
線
８
０
８
）

　

高
齢
者
健
康
相
談

　　

健
康
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ
と

が
あ
る
方
、
家
族
を
介
護
し
て
い

る
方
の
健
康
管
理
な
ど
に
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象　

65
歳
以
上
の
方
か
家
族
を

介
護
し
て
い
る
方

日
時　

２
月
13
日
㈮　

午
後
１
時

二
循
環
器
科
部
長
・
医
師　

酒さ
か

井い

寛ひ
ろ

人と

さ
ん

申
込
み　

２
月
６
日
ま
で
に
健
康

推
進
課
（
内
線
８
０
８
）

移
動
採
血
車
ひ
ま
わ
り
号　

　

献
血
に
ご
協
力
を

対
象　

16
～
69
歳
の
方
（
65
歳
以

上
の
場
合
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま

で
に
献
血
し
た
こ
と
が
あ
る
方
）

日
程　

２
月
５
日
㈭

コ
ー
ス　

コ
マ
ツ
特
機
㈱
北
海
道

事
業
所
（
大
曲
工
業
団
地
）
＝
午

前
９
時
30
分
～
11
時
15
分
▼
秋
山

物
流
サ
ー
ビ
ス
㈱
（
大
曲
工
業
団

地
）
＝
午
前
11
時
45
分
～
午
後
１

時
30
分
▼
西
の
里
恵
仁
会
病
院（
西

の
里
）
＝
午
後
３
時
～
４
時
40
分

問
合
せ　

健
康
推
進
課
（
内
線
８

０
７
）

　

介
護
の
ス
ト
レ
ス
解
消
交
流
会

　

日
ご
ろ
の
悩
み
や
思
い
を
、
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
一
緒
に
語
り
合

い
、
介
護
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を

解
消
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方

や
、
入
院
・
施
設
入
所
し
て
い
る

方
の
家
族
で
心
配
事
の
あ
る
方

日
時　

２
月
５
日
㈭　

午
後
１
時

～
３
時

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

＊
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

高
齢
者
支
援
課
（
内
線

８
１
１
）

   石狩管内
優秀作品展示

ストップ・ザ・いじめ
推進事業



　　
　

　

旬
の
素
材
を
使
っ
て
、
季
節
に

合
っ
た
環
境
に
優
し
い
料
理
を
作

り
ま
せ
ん
か
。

日
時　

２
月
24
日
㈫　

午
前
10
時

～
午
後
１
時

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

講
師　

消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト　

長
谷
川
し
づ
さ
ん

定
員　

先
着
25
人

参
加
料　

３
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具
・
は
し
・
エ

プ
ロ
ン
・
三
角
巾

問
合
せ　

２
月
19
日
ま
で
に
環
境

課
（
内
線
８
２
２
）

　　
　　　

庭
の
果
樹
の
剪
定
方
法
な
ど
を

習
得
し
、
た
く
さ
ん
実
を
つ
け
る

よ
う
に
育
て
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
成
人

日
時　

２
月
19
日
㈭　

午
後
１
時

～
３
時

会
場　

中
央
公
民
館

内
容　

果
樹
の
剪
定
方
法
や
施
肥
、

病
虫
害
の
予
防
の
基
本
的
技
術

⑭

講
師　

雪
印
種
苗
Ｋ
Ｋ
園
芸
セ
ン

タ
ー
相
談
員　

中
原
忠
夫
さ
ん

定
員　

先
着
30
人

参
加
料　

５
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込
み　

２
月
17
日
ま
で
に
中
央

公
民
館
（
☎
373
～
０
１
０
１
）

　
　
　　

地
域
の
課
題
解
決
や
魅
力
ア
ッ

プ
の
た
め
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

２
月
26
日
㈭　

午
後
６
時

か
ら

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

内
容　

市
内
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
の

事
例
発
表
、
創
業
や
経
営
に
携
わ

る
方
に
よ
る
座
談
会
「
北
広
島
で

起
業
す
る
」、
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
創
業
支
援
事
業
の
説
明

講
師　

札
幌
学
院
大
学
教
授　

 

河か
わ

西に
し
く
に
ひ
と

邦
人
さ
ん

申
込
み　

２
月
20
日
ま
で
に
商
業

労
働
課
（
内
線
８
５
７
）

　

か
が
や
け
大
曲
事
業　

〈
大
曲
郷
土
歴
史
講
座
〉

対
象　

18
歳
以
上
の
方　

日
時　

２
月
17
日
・
24
日　

い
ず

れ
も
火
曜
、
午
後
１
時
30
分
～
２

時
45
分

会
場　

大
曲
会
館

内
容
・
講
師　

◦
大
曲
の
「
緑
の

郷
団
地
」
造
成
に
つ
い
て
＝
柘つ

げ植

設
計　

佐さ
と
う
よ
し
あ
き

藤
義
明
さ
ん　

◦
御お

野の

立だ
て

所し
ょ

と
明
治
天
皇
巡
行
に
つ
い
て
・

道
道
栗
山
北
広
島
線
に
つ
い
て
＝

大
曲
歴
史
サ
ー
ク
ル
会
員

定
員　

50
人　

〈
第
３
回
大
曲
地
区
い
き
い
き
雪

遊
び
大
会
〉

対
象　

小
学
１
年
以
上（
小
学
１
・

２
年
は
保
護
者
同
伴
）

日
時　

２
月
22
日
㈰　

午
前
10
時

～
午
後
０
時
30
分

会
場　

大
曲
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容　

綱
と
り
ゲ
ー
ム
、
ホ
ー
ム

エコ
クッキング

コミュニティビジネス・
フォーラム

果 樹 の
剪

せ ん て い

定 講 座



　

募
集
し
ま
す

▼
北
広
島
短
歌
会

　

短
歌
に
親
し
み
、
豊
か
な
毎
日

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

毎
月
第
４
木
曜　

午
後
１

時
か
ら

会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

自
作
１
首
を
持
ち
寄
る
合

評
会
、
文
化
祭
で
の
展
示
発
表
、

春
と
秋
の
交
流
大
会
な
ど

講
師　

桜さ
く
ら
い井

美み

ち

こ

千
子
さ
ん

日
時　

２
月
25
日
㈬
・
27
日
㈮　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

会
場　

総
合
体
育
館

講
師　

藤
田
ま
ゆ
み
さ
ん

定
員　

先
着
20
人

参
加
料　

２
０
０
円
（
保
険
料
を

含
む
）

持
ち
物　

室
内
用
運
動
靴

申
込
み　

２
月
20
日
ま
で
に
市
体

育
協
会
（
総
合
体
育
館
内
・
☎
372

～
０
８
０
８
）

〈
す
ず
ら
ん
保
育
園
〉

対
象　

１
歳
６
カ
月
～
就
学
前
の

子
と
そ
の
親

日
時　

２
月
10
日
㈫　

午
前
10
時

～
11
時
30
分

内
容　

ひ
な
飾
り
を
作
る

定
員　

先
着
12
組

申
込
み　

２
月
６
日
ま
で
に
、
す

ず
ら
ん
保
育
園
（
☎
372
～
２
２
１
５
）

〈
西
の
里
保
育
園
〉

対
象　

１
～
５
歳
の
子
と
そ
の
親

日
時　

２
月
10
日
㈫　

午
前
10
時

～
11
時

内
容　

人
形
劇
鑑
賞
（
劇
団
さ
っ

ぽ
ろ
）

定
員　

15
組

申
込
み　

２
月
９
日
ま
で
に
西
の

里
保
育
園
（
☎
375
～
２
１
３
０
）

会
費　

月
額
３
０
０
円

申
込
み　

田た
な
か中
（
☎
373
～
０
８
８
６
）

▼
詩
吟
サ
ー
ク
ル
日
本
詩
吟
学
院

眞し
ん
せ
い
ぎ
ん
え
い
か
い

声
吟
詠
会

　

健
康
維
持
の
た
め
詩
吟
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

日
時　

毎
週
火
曜　

午
後
７
時
か
ら

会
場　

大
曲
会
館

会
費　

月
額
１
０
０
０
円

申
込
み　

長は
せ
が
わ

谷
川
（
☎
376
～
３
３

５
６
）

▼
子
供
の
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
〝
ア

ル
ク
　
ア
ン
シ
エ
ル
　
ポ
ン
（
虹

の
橋
）〟

対
象
・
日
時　

毎
週
火
曜　

◦
３

～
７
歳
＝
午
後
４
時
～
４
時
50
分

◦
６
～
10
歳
＝
午
後
４
時
55
分
～

５
時
55
分　

◦
８
～
15
歳
＝
午
後

６
時
～
７
時

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
練
習
室

会
費　

月
額
３
５
０
０
円

申
込
み　

和わ

ち知
（
☎
372
～
９
４
６
４
）

▼
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
大
曲

　

春
の
社
交
ダ
ン
ス
新
講
座
で
す
。

ワ
ル
ツ
・
タ
ン
ゴ
・
ル
ン
バ
・
チ
ャ

チ
ャ
か
ら
種
目
を
絞
っ
て
基
本
動

作
を
習
い
ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
週
木
曜
（
月
４
回
）

午
後
３
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

夢
プ
ラ
ザ

会
費　

月
額
３
０
０
０
円
、
入
会

金
１
０
０
０
円

申
込
み　

佐さ
と
う藤
（
☎
377
～
４
７
０
２
）

ラ
ン
ゲ
ー
ム
、キ
ャ
ッ
チ
ゲ
ー
ム
、

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
ゲ
ー
ム

＊
豚
汁
が
あ
り
ま
す
。

種
目　

◦
小
学
生
の
部　

◦
混
合

の
部
（
小
学
生
と
大
人
）　

◦
一

般
の
部
（
中
学
生
以
上
）

参
加
料　

一
般
３
０
０
円
、
小
・

中
学
生
１
５
０
円
（
保
険
料
を
含
む
）

申
込
期
限　

２
月
13
日

〈
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
教
室
〉

対
象　

18
歳
以
上
の
方

日
時　

２
月
15
日
㈰
・
21
日
㈯　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

大
曲
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

定
員　

５
人

講
師　

古ふ
る

野の

正ま
さ

喜き

さ
ん

参
加
料　

５
０
０
円

＊
各
回
、
別
に
教
材
費
５
０
０
円

が
掛
か
り
ま
す
。

申
込
期
限　

２
月
10
日

〈
共
通
事
項
〉

申
込
み　

大
曲
地
区
生
涯
学
習
振

興
会
（
☎
・
FAX

　

377
～
４
４
１
５
）

　
　

　　　

小
さ
な
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
使

い
な
が
ら
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る

教
室
で
す
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
50

歳
以
上
の
方

⑮

３
月
15
日
号
の
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
２
月
15
日
ま
で
に
、
４
月
１
日
号
の
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
３
月
１
日
ま
で
に
原

稿
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
を
過
ぎ
て
か
ら
の
依
頼
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
広
報
原
稿
の
締
め
切
り

「ふれあい通信」はサークルの会員募集や行事のお知らせにご利用ください。ただし、サークルの会員募集は６カ月に一度の掲載に限らせていただきます。
広報原稿は直接か FAX372-5115、メール koho@city.kitahiroshima.lg.jp で情報推進課へ。また、原稿の文章は、できる限り短くしてください。最大 260 字

（団体名・事業名を含み、13 文字× 20 行）とします。ただし、最大文字数の範囲内でも、一部省略や表現の変更などをさせていただく場合があります。

すくすく
        　広場

からだが軽くなる
ボールエクササイズ教室



　

昨
年
５
月
に
種

を
ま
き
１０
月
中
旬

に
収
穫
し
た
大
豆

を
使
い
、
１２
月
19

日
に
豆
腐
作
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

ミ
キ
サ
ー
で
す

り
つ
ぶ
し
た
大
豆

を
鍋
で
温
め
、
布

で
絞
っ
て
で
き
た

豆
乳
に
、
に
が
り
を
入
れ
、
み
ん
な
で
交
代
し
な

が
ら
か
き
混
ぜ
ま
す
。
10
分
ほ
ど
寝
か
せ
た
後
、

布
で
水
を
切
る
と
、
ま
ー
る
い
、
真
っ
白
な
豆
腐

が
完
成
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
お
ー
っ
」
と
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
ふ
わ
ふ
わ
な
豆
腐
、
ど

ん
な
味
が
す
る
の
か
な
？　

　

昨
年
１０
月
か
ら
全
４
回
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
ス
ナ
ッ
グ
ゴ

ル
フ
ス
ク
ー
ル
で
、
練
習
を
重
ね
て
き
た
小
学
生
１６
人
が
、
最

終
日
の
１
月
１２
日
、
ゲ
ー
ム
形
式
で
そ
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
は
、
テ
ニ

ス
ボ
ー
ル
よ
り
一
回
り
小
さ
い

ボ
ー
ル
を
、
大
き
な
ヘ
ッ
ド
の

ク
ラ
ブ
で
打
つ
も
の
で
、
屋
内

で
も
安
全
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

体
育
指
導
委
員
か
ら
、
基
本

を
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
の
フ
ォ

ー
ム
は
立
派
な
ゴ
ル
フ
ァ
ー
で

し
た
。

　

昨
年
１２
月
４
日
、
市
内
の
小

学
４
年
の
子
ど
も
た
ち
が
「
赤

毛
米
」
の
給
食
を
食
べ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
社
会
科
の
授
業

で
、
寒
地
稲
作
の
祖
・
中
山
久

蔵
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
ま
す
。

　

赤
毛
米
は
そ
の
功
績
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
と
、
水
稲
赤
毛
種

保
存
会
が
毎
年
作
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
若
葉
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
は
、「
普
通
の
ご
飯
と
違
わ
な
か
っ
た
」

「
赤
く
な
い
ん
だ
な
」「
も
ち
米
の
味
み
た
い
」
と
、

お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
１２
月
２８
日
、

第
４
住
区
自
治
連

合
会
の
初
め
て
の

も
ち
つ
き
大
会
が
、

緑
陽
小
学
校
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
総

勢
１
５
９
人
。
地

元
産
に
こ
だ
わ
っ

た
材
料
で
、
大
人

＊
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
１
０
０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

マイ
タウン
ニュース

マイ
タウン
ニュース

まめ記者

⑯ 

も
子
ど
も
も
一
緒
に
な
っ
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と

も
ち
を
つ
い
た
後
、
み
ん
な
で
お
い
し
く
食
べ
ま

し
た
。
参
加
し
た
親
た
ち
は
「
町
内
会
の
方
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
子
育
て
が
で
き
る
の
は
あ
り
が
た

い
」
「
家
で
は
体
験
で
き
な
い
の
で
、
来
年
も
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

＊スナッグゴルフとは、Starting New At Golf（ゴルフを
始めるために）の頭文字をとった新しいスポーツのです。

「
友
だ
ち
い
っ
ぱ
い
集
会
」

お
詫
び
と
訂
正　

広
報
紙
１
月
１
日
号
マ
イ
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
の
西
の
里
保
育
園
の
記
事
で
、す
で
に
「
西
の
里
き
ら
き
ら
保
育
園
」

に
名
称
が
変
更
し
て
い
る
内
容
で
掲
載
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
、
４
月
１
日
か
ら
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。


